
     羽生市教育委員会教育長  小島 敏之 
 
       羽生市が、平成２５・２６年度日本学校歯科医会、埼玉県教育委員会の研究委嘱校に指定され、推進 
      校の羽生市立新郷第一小学校を中心に実践的な研究に取り組まれ、ここにその成果を発表されますこと 
      に、敬意を表しますとともに、心からお喜び申し上げます。 
       新郷第一小学校では、「自ら学び自ら考える歯科保健活動の創造」を研究主題に、～歯・口の健康か 
      ら心・体の健康へ～〈心も体も歯も キラリ〉を副題として、学校歯科医、中学校、保護者、歯科衛生 
      士等と連携し、地域と一体となって歯科保健活動を推進してきました。 
       題材とする「歯と口」は、児童自身が自ら気づくことができ、健康行動の成果を知ることができるな 
 どの特徴を持っており、児童の「生きる力」を育むために大変効果的であると期待しております。 
  これらの取組は家庭・地域・学校の三者が連携を図りながら、他の市内１３校においても各校の特色を生かして 
 実践されておりました。また、本研究会は羽生市歯科医師会と連携して毎年行われている「第８回歯・口から考え 
 る子どもたちの健康づくり」と共催となっております。本校の取組が、本市健康教育の更なる発展・充実に向けた 
 一つの指針になるものと考えております。 
  結びに、本研究を進めるにあたり、絶大なる御支援、御協力をいただきました埼玉県歯科医師会、羽生市歯科医 
 師会、また、一丸となって研究を進めてこられました、秋本 文子 校長先生はじめ教職員の皆様、並びに本研究 
 を御支援くださいました保護者や地域の皆様に心より感謝を申し上げ、あいさつといたします。 

     羽生市立新郷第一小学校長  秋本 文子 
 
       本校は、平成２５・２６年度、日本学校歯科医会・埼玉県教育委員会・羽生市教育委員会より委嘱を受け 
      「生きる力をはぐくむ歯・口の健康づくり推進事業」に取り組んでまいりました。 
       研究主題を「自ら学び自ら考える歯科保健活動の創造」として、全教職員が一丸となって保健教育の推進 
      や、学校歯科医等と連携し「フッ化物洗口」等に取り組みました。特に、子供たちが、歯・口の健康づくり 
      について「他律」から「自律」する歯科保健活動へと、自ら気付き、考え、行動するよう日々の授業の充実 
      を図ってまいりました。 
       その成果として、一人平均ＤＭＦ歯数が0.01になるとともに、「平成２５年度全国健康教育推進学校表彰  
 最優秀校」をはじめ、数々の表彰を受賞することができました。 
  今後も、これらの研究を一層発展させながら、子供たちが生涯を通じて健康な生活を送る基礎を培うことができるよ 
 う歯科保健活動の推進に努めてまいりたいと存じます。 
  結びに、本研究の推進にあたり、御指導を賜りました文部科学省 森良一教科調査官をはじめ、日本学校歯科医会・ 
 埼玉県歯科医師会・北埼玉歯科医師会・埼玉県教育委員会・羽生市教育委員会並びに保護者や地域の皆様に深く感謝を 
 申し上げ、あいさつといたします。 


